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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　聴取装置であって、
　第１のアンテナと、
　前記第１のアンテナに連結された第１のトランシーバであって、第１の音声ストリーム
および第２の音声ストリームを含む１つ以上の音声ストリームを、音声システムから無線
で受信するよう構成された前記第１のトランシーバと、
　聴力損失を緩和するために聴覚処方に従って入力信号を処理するようになされた第１の
処理ユニットと、
　前記第１の処理ユニットの出力部に連結され、前記第１の処理ユニットからの出力信号
を音声出力信号に変換する音響出力トランスデューサと、
　少なくとも１つのマイクロホンと、
　前記第１のトランシーバの出力部に連結された第１の入力部を有して、前記第１の音声
ストリームを表す第１の無線入力信号および前記第２の音声ストリームを表す第２の無線
入力信号を前記第１のトランシーバから受信する第２の処理ユニットと、
　前記聴取装置の位置データを検出する位置制御器であって、前記第２の処理ユニットの
位置入力部に連結された、位置制御信号を前記第２の処理ユニットに送信するための出力
部を有する前記位置制御器とを備え、
　前記第２の処理ユニットは、前記位置制御信号に基づいて、前記第１のトランシーバか
らの前記第１の無線入力信号および前記第２の無線入力信号を処理するよう構成され、
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　前記位置制御器は、音声システム位置データを受信するよう構成され、
　前記音声システム位置データは、第１の音声ソース位置データおよび第２の音声ソース
位置データを含んでおり、
　前記位置制御信号は前記音声システム位置データに基づく、聴取装置。
【請求項２】
　前記位置制御器は、動き検出器と、前記動き検出器に接続され、動きセンサの出力に基
づいて前記聴取装置の位置データを推定するよう構成された位置処理ユニットとを備える
、請求項１に記載の聴取装置。
【請求項３】
　前記位置データは、前記聴取装置の角度位置データを含み、前記位置制御信号は前記聴
取装置の角度位置データに基づく、請求項１または２に記載の聴取装置。
【請求項４】
　第１のゲイン信号が、前記聴取装置の前記位置データに基づいて前記第１の無線入力信
号に適用される、請求項１から３のいずれか一項に記載の聴取装置。
【請求項５】
　第２のゲイン信号が、前記聴取装置の前記位置データに基づいて前記第２の無線入力信
号に適用される、請求項１から４のいずれか一項に記載の聴取装置。
【請求項６】
　前記位置制御器に接続されて、位置データを音声システムから受信および／または音声
システムへ送信する第２のアンテナを備えた、請求項１から５のいずれか一項に記載の聴
取装置。
【請求項７】
　前記少なくとも１つのマイクロホンは、聴覚音声信号を受信し、前記聴覚音声信号を音
声入力信号に変換する第１のマイクロホンを備え、前記第１のマイクロホンは、前記第２
の処理ユニットの第２の入力部に連結された、前記音声入力信号を前記第２の処理ユニッ
トに供給するための出力部を有し、前記第２の処理ユニットは、前記位置制御信号に基づ
いて前記音声入力信号を処理するよう構成される、請求項１から６のいずれか一項に記載
の聴取装置。
【請求項８】
　聴取装置の動作方法であって、
　第１の音声ストリームおよび第２の音声ストリームを受信するステップと、
　前記第１の音声ストリームを第１の無線入力信号に変換するとともに、前記第２の音声
ストリームを第２の無線入力信号に変換するステップと、
　音声システム位置データを受信するステップと、
　第１の音声ソース位置データおよび第２の音声ソース位置データを含む前記音声システ
ム位置データに基づいて、前記聴取装置の位置データを決定するステップと、
　出力信号を生成するために、前記聴取装置の前記位置データに基づいて前記第１の無線
入力信号および前記第２の無線入力信号を処理するステップと、
　前記出力信号を音声出力信号に変換するステップとを含む、聴取装置の動作方法。
【請求項９】
　聴覚音声信号を受信するステップと、
　前記聴覚音声信号を音声入力信号に変換するステップと、
　前記出力信号を生成するために、前記聴取装置の前記位置データに基づいて前記音声入
力信号、前記第１の無線入力信号および前記第２の無線入力信号を処理するステップとを
含む、請求項８に記載の動作方法。
                                                                              
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、聴取装置および聴取装置の動作方法に関する。特に、本開示は、混雑した環
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境において補聴器ユーザの視覚的および聴覚的手がかりの対応付けを改善する、位置デー
タを有する聴取装置および関連方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　異なる音声ストリームを分離する可能性は低いものの、帯域幅が制限されたテレコイル
手段によって聴取装置に音声をストリーミングすることが知られている。さらに、聴取装
置への無線通信および聴取装置からの無線通信が、無線通信技術における開発が続く中で
増加している。音声が多数の外部マイクロホンまたは他の音声ソースを介して大勢の人に
配信される環境で、現在の技術においては、異なる位置からの音声信号を分離する可能性
は限られている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　音声システムの異なる音声ソースからの音声信号の分離を向上する聴取装置が必要とさ
れる。
【０００４】
　既知の手段にもかかわらず、多数のマイクロホン／音声ソースのある混雑したエリアで
は、ユーザの使用感を改善することが依然として必要とされる。
【０００５】
　したがって、聴取装置が提供される。この聴取装置は、第１のアンテナと、第１のアン
テナに連結された第１のトランシーバであって、第１の音声ストリームを含む１つ以上の
音声ストリームを、音声システムから無線で受信するよう構成された第１のトランシーバ
と、聴力の低下を緩和するために聴覚処方に従って入力信号を処理するようになされた第
１の処理ユニットと、第１の処理ユニットの出力部に連結され、第１の処理ユニットから
の出力信号を音声出力信号に変換する音響出力トランスデューサと、少なくとも１つのマ
イクロホンと、第１のトランシーバの出力部に連結された第１の入力部を有して、第１の
音声ストリームを表す第１の無線入力信号を第１のトランシーバから受信する第２の処理
ユニットと、聴取装置の位置データを検出する位置制御器であって、第２の処理ユニット
の位置入力部に連結された、位置制御信号を第２の処理ユニットに送信するための出力部
を有する位置制御器とを備え、第２の処理ユニットは、位置制御信号に基づいて、第１の
トランシーバからの第１の無線入力信号を処理するよう構成される。
【０００６】
　また、聴取装置の動作方法が開示される。この方法は、第１の音声ストリームを受信す
るステップと、第１の音声ストリームを第１の無線入力信号に変換するステップと、聴取
装置の位置データを決定するステップと、出力信号を生成するために、聴取装置の位置デ
ータに基づいて第１の無線入力信号を処理するステップと、出力信号を音声出力信号に変
換するステップとを含む。
【０００７】
　本発明の利点は、聴取装置での無線入力信号（複数可）の処理が聴取装置の位置（方向
および／または距離）に基づいているため、ユーザによる聴取装置の使用感が向上するこ
とにある。これにより、聴取装置の位置（距離および／または姿勢）は入力信号に優先順
位を与えるであろう。
【０００８】
　さらに、開示された補聴器と方法は、混雑の中での増幅により喪失されるような、聴取
者の視覚的および聴覚的手がかりの対応付けを改善する。
【０００９】
　聴取装置の第１の処理ユニットおよび／または第２の処理ユニットは、聴取装置のユー
ザの聴力損失または聴力障害を補うように構成されてもよい。聴取装置の第１の処理ユニ
ットおよび／または第２の処理ユニットは、第１の音声ストリームなどの受信した音声ス
トリーム、第１の無線入力信号などの無線入力信号、および／または入力信号を改変して
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、聴取装置のユーザの聴力損失または聴覚障害を補うように構成されてもよい。
【００１０】
　聴取装置は、第２の処理ユニットと、第１の処理ユニットとを備える。第２の処理ユニ
ットおよび第１の処理ユニットは、第２の処理ユニットおよび第１の処理ユニットの両方
のタスクを行う単一の処理ユニットとして組み込まれてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
　本発明の上記および他の特徴ならびに利点は、添付の図面を参照する例示的な実施形態
の以下の詳細な説明から、当業者にとって容易に明白になるであろう。
【図１】聴取装置の一例を模式的に示す図である。
【図２】聴取装置の一例を模式的に示す図である。
【図３】位置制御器の一例を模式的に示す図である。
【図４】第２の処理ユニットの一例を模式的に示す図である。
【図５】聴取装置の動作方法の一例を示すフロー図である。
【００１２】
　以下、種々の実施形態を、図面を参照して説明する。図面は必ずしも原寸に比例して描
かれておらず、同様の構造または機能をもつ要素は、全図を通して同様の参照番号で表さ
れることに注意されたい。また、図面は実施形態の説明を容易にすることのみを意図して
いることに注意されたい。それらは、請求項の発明を網羅的に説明するものまたは請求項
の発明の範囲を限定するものとして意図されるものではない。さらに、図示された実施形
態は、図示された全ての特徴または利点を有する必要はない。特定の実施形態との関連で
説明される特徴または利点は、必ずしもその実施形態に限定されるものではなく、任意の
他の実施形態で、それが図示されていないまたは明白に説明されていなくても、実現され
得る。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明は、聴取装置の位置データおよび／または１つ以上の音声ソースを備える音声シ
ステムの位置データに基づいて聴取装置で信号処理を適応させることができる聴取装置な
らびに方法に関する。
【００１４】
　聴取装置は、第１のアンテナに連結された第１のトランシーバであって、音声システム
からの、第１の音声ストリームを含む１つ以上の音声ストリームを無線で受信するよう構
成された第１のトランシーバを備える。第１のトランシーバは音声システムおよび／また
は聴取装置の位置データを受信および／または送信するよう構成されてもよい。
【００１５】
　聴取装置は、聴取装置の位置データを検出する位置制御器を備える。位置制御器は、第
２の処理ユニットの位置入力部に連結された、位置制御信号を第２の処理ユニットに送信
するための出力部を有する。位置制御器は、動き検出器と、動き検出器に接続された位置
処理ユニットとを備えていてもよい。位置処理ユニットは、動きセンサの出力に基づいて
聴取装置の位置データを推定するよう構成される。動き検出器は、１つまたは複数のセン
サ、例えば１つ以上のジャイロスコープおよび／または１つ以上の加速度計を備えていて
もよい。
【００１６】
　位置制御器は、聴取装置の位置データに基づいて位置制御信号を決定するよう構成され
てもよい。位置制御器は、位置ポートを備えていてもよく、この位置ポートを介して音声
システム位置データを受信および／または聴取装置位置データを送信するよう構成されて
もよい。したがって、位置制御器は、音声システム位置データを受信するよう構成されて
もよく、位置制御信号は音声システム位置データに基づいていてもよい。位置ポートは、
第１のトランシーバおよび／または第２のトランシーバに連結されてもよい。これにより
、位置制御器は、位置ポートを介して受信した音声システム位置データに基づいて位置制
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御信号を決定および送信するよう構成されてもよい。位置制御器は、制御信号のやり取り
のために第１の処理ユニットに連結するための制御ポートを備えていてもよい。
【００１７】
　聴取装置の位置データは、聴取装置の角度位置データを含んでいてもよく、位置制御信
号は聴取装置の角度位置データに基づく。
【００１８】
　例えば、位置データは、聴取装置の方位角の情報を含んでいてもよい。方位角は、聴取
装置を装着しているユーザが見ている方向を示してもよい。代替的または追加的に、位置
データは高度角の情報を含んでいてもよい。
【００１９】
　位置データは、聴取装置の距離位置データを含んでいてもよい。例えば、位置データは
、音声ソースおよび／または基準点に対する聴取装置の距離の情報を含んでいてもよい。
【００２０】
　第２の処理ユニットは、位置制御信号に応じて、音声入力信号および／または無線入力
信号（複数可）などの入力信号（複数可）を処理するよう構成される。 
【００２１】
　位置制御信号は、第２の処理ユニットへの入力信号（複数可）に適用するゲイン（複数
可）の値（複数可）を選択してもよい。このため、位置制御信号は、第２の処理ユニット
への入力信号（複数可）に適用するゲイン（複数可）を示してもよい。したがって、位置
制御信号は、聴取装置の位置データに基づいて第１の無線入力信号に適用する第１のゲイ
ンの値を選択してもよい。
【００２２】
　１つ以上の音声ストリームは、第１のトランシーバで第２の無線入力信号に変換される
第２の音声ストリームを含んでいてもよい。第２の処理ユニットは、位置制御信号に基づ
いて、第１のトランシーバからの第２の無線入力信号を処理するよう構成されてもよい。
位置制御信号は、聴取装置の位置データに基づいて第２の無線入力信号に適用する第２の
ゲインの値を選択してもよい。第２の処理ユニットは、位置制御器からの位置制御信号に
基づいて第２の無線入力信号に第２のゲインを適用してもよい。
【００２３】
　聴取装置は、位置制御器に接続されて、位置データを音声システムから受信および／ま
たは音声システムへ送信する、第２のアンテナおよび／または第２のトランシーバを備え
ていてもよい。
【００２４】
　少なくとも１つのマイクロホンは、聴覚音声信号を受信し、この聴覚音声信号を音声入
力信号に変換する第１のマイクロホンを備えていてもよい。第１のマイクロホンは、第２
の処理ユニットの第２の入力部に連結された、音声入力信号を第２の処理ユニットに供給
するための出力部を有していてもよい。第２の処理ユニットは、位置制御信号に基づいて
音声入力信号を処理するよう構成されてもよい。例えば、位置制御信号は、聴取装置の位
置データに基づいて第１のマイクロホンからの音声入力信号に適用するマイクロホンゲイ
ンの値を選択してもよい。
【００２５】
　聴取装置の動作方法は、第１の音声ストリームを受信するステップと、この第１の音声
ストリームを第１の無線入力信号に変換するステップとを含む。第１の音声ストリームは
第１および第２の無線入力信号に変換されてもよい。
【００２６】
　この方法は、聴取装置の位置データを決定するステップと、出力信号を生成するために
聴取装置の位置データに基づいて第１の無線入力信号を処理するステップとを含む。この
方法は、音声システムの位置データを取得するステップと、出力信号を生成するために聴
取装置の位置データと音声システムの位置データに基づいて第１の無線入力信号を処理す
るステップと、出力信号を音声出力信号に変換するステップとを含んでいてもよい。
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【００２７】
　音声システムにおいて、１つ以上のトランシーバまたはトランシーバを備える送信器ユ
ニットは、音声トラック（複数可）および／または音声ストリーム（複数可）を、例えば
、１つ以上の聴取装置にブロードキャストまたは送信するよう構成される。音声システム
は、第１のトランシーバと、任意に第２のトランシーバとを備えていてもよい。トランシ
ーバは、１つ以上の音声ストリームを送信してもよい。トランシーバは、トランシーバア
ドレスによって識別されてもよい。送信器ユニットは、音声トラック（複数可）および／
または音声ストリーム（複数可）を無線で送信するよう構成されてもよい。
【００２８】
　音声トラックは、可聴信号である。可聴信号の例は、発話、音楽、空港での呼び出し、
映画のサウンドトラック、またはそれらの組み合わせである。
【００２９】
　音声ストリームは、音声トラックを表す電磁信号である。音声ストリームは、それぞれ
１つ以上の音声パケットを含む多数の音声ブロックによって表される。音声パケットは、
音声ストリームの限定された部分よりなる。
【００３０】
　音声パケットは、音声ストリーム識別子を含んでいてもよく、この音声ストリーム識別
子は、音声トラックＩＤ、トランシーバアドレスまたはＩＤ、音声群ＩＤ、音声ソースＩ
Ｄ等の１つ以上の要素を含んでいてもよい。音声トラックＩＤは、同じ音声トラックを表
す音声ストリームの選択を可能としてもよく、音声群ＩＤは、ある群の音声トラックまた
は音声ストリームを識別してもよく、例えば、音声群は、同じまたは類似の言語、例えば
、英語、デンマーク語、または中国語の音声トラックであってもよい。
【００３１】
　音声パケットは、音声パケットを送信するトランシーバのトランシーバアドレスを含ん
でいてもよく、これによって、聴取装置は、他のトランシーバから送信される音声パケッ
トを選別または分離できる。
【００３２】
　無線音声ストリーム（複数可）の送信および受信は、無線技術を用いることで達成でき
、これによって、例えば、２．４ＧＨｚから２．５ＧＨｚまでの範囲、８００ＭＨｚから
１ＧＨｚまでの範囲、３．６ＧＨｚから３．７ＧＨｚまでの範囲、および／または４．９
ＧＨｚから５．９ＧＨｚまでの範囲の１つ以上の周波数で、音声ブロックを送信／受信で
きる。
【００３３】
　聴取装置において、第１の処理ユニットは、第１のトランシーバを制御するよう構成さ
れてもよい。第１のトランシーバおよび／または第２のトランシーバは、２．４ＧＨｚか
ら２．５ＧＨｚまでの範囲、８００ＭＨｚから１ＧＨｚまでの範囲、３．６ＧＨｚから３
．７ＧＨｚまでの範囲、および／または４．９ＧＨｚから５．９ＧＨｚまでの範囲の周波
数で、音声ストリームおよび／または位置データを受信および／または送信するよう構成
されてもよい。第１のトランシーバおよび／または第２のトランシーバは、１６９ＭＨｚ
から２１８ＭＨｚまでの範囲および／または４８０ＭＨｚから５２０ＭＨｚまでの範囲の
周波数で音声ストリームを受信するよう構成されてもよい。
【００３４】
　第１および／または第２のトランシーバは、１つ以上の音声ソースを有する、または他
の聴取装置や携帯電話などの他の外部装置を有する音声システムへの無線送信および／ま
たは当該音声システムからの無線受信を行うよう構成されてもよい。
【００３５】
　聴取装置は、聴取装置と、音声システム（例えば、音声システムの１つ以上の音声ソー
ス）とをペアリングするように構成されてもよい。ペアリングは、聴取装置情報を聴取装
置から音声システムに送信することを含んでいてもよい。聴取装置情報は、聴取装置ＩＤ
、聴取装置の製造業者、聴取装置の型式、および／または聴取装置コンフィギュレーショ
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ンデータの内の１つ以上を含んでいてもよい。聴取装置と音声システムとをペアリングす
ることは、追加的または代替的に、音声システム情報を音声システムから聴取装置に送信
することおよび／または音声システム情報を音声システムから受信することを含んでいて
もよい。音声システム情報は、音声システムＩＤ、音声ソースＩＤ（複数可）、トランシ
ーバＩＤ（複数可）、および／または音声ストリームコンフィギュレーションデータの内
の１つ以上を含んでいてもよい。音声システムは、例えば、型式および／または製造業者
、データ符号化フォーマット等の、聴取装置から受信される聴取装置情報に基づいて聴取
装置に送信するべき第１の音声ストリームのフォーマットを適合させるよう構成されても
よい。さらに、聴取装置と音声システムとをペアリングすることは、音声システムからの
送信の前の第１の音声ストリーム等の音声ストリームの暗号化と、聴取装置において、例
えば、第１の無線入力信号等の受信した無線入力信号の復号化とを可能にするような、暗
号化キーのやり取りを含んでいてもよい。
【００３６】
　聴取装置と音声システムとをペアリングすることで、例えば、第１の音声ストリームな
どの音声ストリームの音声システムからの送信を開始してもよい。
【００３７】
　聴取装置と音声システムとをペアリングすることで、聴取装置に、音声システムによっ
て送信される音声ストリーム（複数可）の受信を開始させてもよい。
【００３８】
　第２の処理ユニットは、マイクロホン（複数可）および／またはトランシーバ（複数可
）からの入力信号（複数可）を処理して、第１の処理ユニットへの入力信号を生成するよ
う構成される。第２の処理ユニットは、ゲイン（複数可）を入力信号（複数可）に適用し
て、次いで増幅された入力信号を混合して、第１の処理ユニットへの入力信号を形成して
もよい。このゲイン（複数可）は位置制御器による位置制御信号で制御される。
【００３９】
　位置制御器は、聴取装置の位置データおよび／または音声システムの位置データに基づ
いてゲインまたはゲインのベクトルを決定するよう構成されてもよい。
第１のゲインＧ１は、以下によって与えられてもよい：

【数１】

ここで、ＰＨＤは、聴取装置についての位置データである。
【００４０】
　複数の入力信号を有する聴取装置において、入力信号を処理することは、ゲインのベク
トルを適用することを含んでいてもよい。ゲインのベクトルは、各入力信号のゲインを含
んでいてもよい。ゲインのベクトルＧは以下によって与えられてもよい：

【数２】

【００４１】
　複数のゲインおよび／または第１のゲインは、音声システムの位置データ等の、さらな
る入力情報を含んでいてもよい：
【数３】

ここで、ＰＨＤは、聴取装置についての位置データであり、ＰＡＳは、音声システムにつ
いての位置データである。ＰＡＳは、音声システムの位置データを含むベクトルであって
もよい。
【００４２】
　位置制御器は、第１のリスニングフィールド（ＦＩＬ）規準を満たす場合、すなわち、
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補聴器の位置が、補聴器のユーザが音声システムの第１の音声ソースを聞くことを望んで
いると示す場合、第１のゲインを第１の値に設定するよう構成されてもよい。位置制御器
は、第１のＦＩＬ規準を満たさない場合、または、二次的な第１のＦＩＬ規準を満たす場
合、第１のゲインを第２の値に設定するよう構成されてもよい。第１の値は第２の値より
も大きくてもよい。
【００４３】
　第１のＦＩＬ規準は、ユーザの視野方向と聴取装置から第１の音声ソースへの方向との
間の角度である第１の視野角に基づいてもよい。第１のＦＩＬ規準は以下によって与えら
れてもよい：
【数４】

ここで、α１は第１の視野角であり、Ｔ１，１は第１の音声ソースについての第１の閾値
角度である。第１の閾値角度Ｔ１，１は、１５度から６０度の範囲内にあってもよい。
【００４４】
　位置制御器は、第２のリスニングフィールド(ＦＩＬ)規準を満たす場合、すなわち、補
聴器の位置が、補聴器のユーザが音声システムの第２の音声ソースを聞くことを望んでい
ると示す場合、第２のゲインを第１の値に設定するよう構成されてもよい。位置制御器は
、第２のＦＩＬ規準を満たさない場合、または、二次的な第２のＦＩＬ規準を満たす場合
、第２のゲインを第２の値に設定するよう構成されてもよい。第１の値は第２の値よりも
大きくてもよい。
【００４５】
　第２のＦＩＬ規準は、ユーザの視野方向と聴取装置から第２の音声ソースへの方向との
間の角度である第２の視野角に基づいてもよい。第２のＦＩＬ規準は以下によって与えら
れてもよい：

【数５】

ここで、α２は第２の視野角であり、Ｔ２，１は第２の音声ソースのための第１の閾値角
度である。第１の閾値角度Ｔ２，１は、１５度から６０度の範囲内にあってもよい。
【００４６】
　位置制御器は、第１のＦＩＬ規準および／または第２のＦＩＬ規準などの規準を満たす
場合、マイクロホンゲインを第１の値に設定するよう構成されてもよい。位置制御器は、
第１のＦＩＬ規準および／または第２のＦＩＬ規準などの規準を満たさない場合、マイク
ロホンゲインを第２の値に設定するよう構成されてもよい。第１の値は、第２の値より小
さくてもよい。
【００４７】
　位置制御器は、マイクロホンからの音声入力信号に基づいてゲインまたはゲインのベク
トルを決定するよう構成されてもよい。よって、位置制御器は、第１のマイクロホンの出
力部に連結されてもよい。したがって、入力信号に適用するゲインは、以下によって与え
られてもよい：
【数６】

ここで、Ｇは、無線入力信号（複数可）および／または音声入力信号のためのゲインを含
むベクトルであり、ＰＨＤは聴取装置についての位置データであり、ＰＡＳは、音声シス
テムからの位置データであり、Ｓｍｉｃは、マイクロホンが受信する制御信号である。マ
イクロホンが受信する制御信号Ｓは、可聴範囲外の選択された周波数範囲内にあってもよ
い。ＰＡＳおよび／またはＳｍｉｃは省いてもよい。
【００４８】
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　図１は、聴取装置の一例を模式的に示す。聴取装置１は、第１のアンテナ４と、第１の
アンテナ４に連結された第１のトランシーバ６とを備える。第１のトランシーバ６は、第
１の音声ストリームを含む１つ以上の音声ストリーム５４を、音声システムから無線で受
信するよう構成される。さらに、聴取装置１は、聴力の低下を緩和するために聴覚処方に
従って入力信号６０を処理するようになされた第１の処理ユニット８と、第１の処理ユニ
ット８の出力部に連結され、第１の処理ユニット８からの出力信号６２を音声出力信号６
４に変換する音響出力トランスデューサ１０と、第１のマイクロホン１４を含む少なくと
も１つのマイクロホンとを備える。聴取装置１は、第１のトランシーバ６の出力部に連結
された第１の入力部１８を有して、第１の音声ストリームを表す第１の無線入力信号５６
を第１のトランシーバ６から受信する第２の処理ユニット１６と、聴取装置の位置データ
を検出する位置制御器１２とを備え、この位置制御器１２は、第２の処理ユニットの位置
入力部に連結された、位置制御信号６６を第２の処理ユニット１６に送信するための出力
部を有する。第２の処理ユニット１６は、位置制御信号６６に基づいて、第１のトランシ
ーバ６からの第１の無線入力信号５６を処理するよう構成される。第１のプロセッサ８は
、第１のトランシーバ６に連結されて、例えば、ペアリング情報を音声システムに送信お
よび／または音声システムから受信してもよい。第２の処理ユニット１６は、第１のマイ
クロホン１４の出力部に連結された、音声入力信号５８を受信するための第２の入力部２
０を有する。
【００４９】
　聴取装置１は、１つ以上の音声ソースを含む音声システムとペアリングするよう構成さ
れる。例えば、聴取装置１と１つ以上の音声ソースとをペアリングすることは、聴取装置
１と音声システムとをペアリングすることによって達成される。
【００５０】
　第２の処理ユニット１６は、第１の無線入力信号５６を含む無線入力信号（複数可）お
よび任意に音声入力信号５８を処理して、第２の処理ユニット１６の出力部で入力信号６
０を生成するよう構成される。
【００５１】
　第１の処理ユニット８は、入力信号６０のノイズ低減、フィルタリング、増幅等の信号
処理を行ってもよい。第１の処理ユニット８は、入力信号６０の信号処理を行って、聴取
装置１のユーザの聴覚障害を補ってもよい。
【００５２】
　第２の処理ユニット１６および第１の処理ユニット８は、また、図２の点描の枠で示す
ような単一の処理ユニットとして組み込まれてもよい。
【００５３】
　位置制御器１２は、聴取装置の位置データを検出するように構成される。聴取装置の位
置データに基づいて、位置制御器１２は、第２の処理ユニット１６への各入力信号に適用
するゲイン（複数可）を決定し、それを示す位置制御信号６６を第２の処理ユニット１６
に送信する。第２の処理ユニットは、位置制御器１２からの位置制御信号６６に基づいて
、第１のトランシーバからの第１の無線入力信号を含む入力信号（複数可）を処理する。
第１のトランシーバ６は、位置制御器１２に連結されて、音声システムの位置データを示
す音声システム位置信号６８を受信および／または聴取装置の位置データを音声システム
に送信してもよい。
【００５４】
　図２は、聴取装置の一例を模式的に示す。聴取装置１は、第２のアンテナ２６と、位置
制御器１２に連結されて、音声システムの位置データを示す音声システム位置信号６８を
受信および／または聴取装置の位置データを音声システムに送信する第２のトランシーバ
２８とを備える。
【００５５】
　図３は、位置制御器１２の一例を模式的に示す。位置制御器１２は、聴取装置１の位置
データを検出するよう構成される。位置制御器１２は、第２の処理ユニット１６の位置入
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を有する。位置制御器１２は、動き検出器２２と、動き検出器２２の出力に基づいて聴取
装置の位置データを推定し、聴取装置の位置データに基づいて位置制御信号６６を決定す
るよう構成された位置処理ユニット２４とを備える。任意に、位置制御器は、位置ポート
３２経由で音声システム位置データを受信および／または聴取装置位置データを送信する
よう構成されてもよい。位置ポート３２は、第１のトランシーバ６および／または第２の
トランシーバ２８に連結されてもよい。位置制御器１２は、第１のトランシーバ６および
／または第２のトランシーバ２８からの音声システム位置データに基づいて位置制御信号
６６を決定および送信するよう構成されてもよい。任意に、位置制御器は、制御信号のや
り取りのために、第１の処理ユニット８に連結するための制御ポート３４を備える。
【００５６】
　図４は、第２の処理ユニットの一例を示す。第２の処理ユニット１６は、調整可能な第
１のゲインＧ１を有する第１のゲインユニット、および調整可能なマイクロホンゲインＧ

ＭＩＣを有するマイクロホンゲインユニットを含む多数のゲインユニットを備える。第１
の入力部１８で入力信号に適用する第１のゲインＧ１は、位置制御信号６６によって制御
される。第２の入力部２０で音声入力信号に適用するマイクロホンゲインＧＭＩＣもまた
位置制御信号６６によって制御される。ゲインユニットからの増幅／減衰された信号が加
算ユニットで加算されて、第１の処理ユニットへの入力信号６０が生成される。
【００５７】
　図５は、聴取装置の動作方法の一例を示すフロー図である。方法１００は、第１の音声
ストリームの受信を行うステップ１０２と、第１の音声ストリームの第１の無線入力信号
への変換を行うステップ１０４と、聴取装置の位置データの決定を行うステップ１０６と
、出力信号を生成するために、聴取装置の位置データに基づいて第１の無線入力信号の処
理を行うステップ１０８と、出力信号の音声出力信号への変換を行うステップ１１０とを
含む。
【符号の説明】
【００５８】
１：聴取装置、４：第１のアンテナ、６：第１のトランシーバ、８：第１の処理ユニット
、１０：音響出力トランスデューサ、１２：位置制御器、１４：第１のマイクロホン、１
６：第２の処理ユニット、１８：第１の入力部、２０：第２の入力部、２２：動き検出器
、２４：位置処理ユニット、２６：第２のアンテナ、２８：第２のトランシーバ、３０：
位置制御器出力部、３２：位置ポート、５４：音声ストリーム、５６：第１の無線入力信
号、５７：第２の無線入力信号、５８：音声入力信号、６０：入力信号、６２：出力信号
、６４：音声出力信号、６６：位置制御信号、６８：音声システム位置信号、１００：聴
取装置の動作方法、１０２：音声ストリームの受信、１０４：音声ストリームの無線入力
信号への変換、１０６：聴取装置の位置データの決定、１０８：位置データに基づく無線
入力信号の処理、１１０：出力信号の音声出力信号への変換
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